
Un Concert de Piano Excentrique
'1999

～こだわりのあるピアノ弾きと

　　 その仲間達による大演奏会～

Υν Χονχερτ δε Πιανο Εξχεντριθυε 1999.
Τηανκ ψου ϖερψ µυχη φορ σπαρινγ ψουρ πρεχιουσ τιµε το

χοµινγ ηερε τοδαψ. Ωε αλλ ηαϖε βεεν λοοκινγ φορωαρδ το γιϖε
τηισ χονχερτ ον τηισ γρεατ δαψ. Ωε ωουλδ βε γλαδ ιφ ψου χουλδ
σεε τηε εφφορτ ωηιχη εαχη οφ υσ ηασ µαδε ανδ τηε δεϖελοπµεντ

οφ ουρ σκιλλσ. Ωε ωιλλ πλαψ πιεχεσ τηατ ωε λικε το πλαψ.
Ενϕοψ τηεµ ιν ψουρ µινδ ανδ ιµαγινε ασ ιφ ψου ωερε λιστεν

το α λιττλε βιρδ∋σ ωηισπερ.

1999年9月11日（土）13:00開場、13:30開演

かつしかシンフォニーヒルズ・アイリスホール



は じ め に
松林　伸生

本日はお忙しい中ご来場頂きまして誠にありがとうございます。
白と黒のわずか88の鍵盤が作り出すハーモニーが時空を超えて人々の心を虜にする・・・ピアノの
持つそんな魔力は、ショパンやベートーヴェンが200年にも渡りずっと愛され続けるほどの普遍的な
世界を構築してきました。ところが、最近のインターネットの発展を始めとする情報社会の出現は、
そんなクラシカルなピアノの世界にも如実に影響を及ぼしています。これまで全く日の当たることの
無かった曲や演奏家が突如注目を浴びるようになったり、あるいはサークル活動など愛好家同士の交
流が急速に活発化してきたり、あるいはリアルオーディオなど新しいメディアが登場してきたりと、
ピアノ音楽を取り巻く環境も一昔前では考えられなかったようなテンポで日々変化しているように
感じます。そしてその結果として、ますますピアノ音楽に対する価値観も多様化し、前にも増して非
常に刺激的な世界が構築されていっているように思います。
この度は、そんな時代にふさわしく、組織や年代の垣根を越えてピアノ好きの有志が集い、「弾き
たい曲を弾きたいだけ弾きまくろう！」という全く気のおけない演奏会を実現することとなりまし
た。”Un Concertde Piano Excentrique”とは、フランス語で「風変わりな／酔狂なピアノの演奏会」
という意味です。普通大学のピアノサークルで自分の趣味を追求してきた／している人、音楽大学で
体系的にピアノを勉強してきた人、様々なフィールドから集まったメンバーそれぞれが思い思いのレ
パートリーを熱く演奏します。

アルカンに始まり「美しく青きドナウ」まで、今もって何かしらの「こだわり」を持ち続けるピア
ノ弾きとその仲間たち17組による闊達な演奏で、「こだわりのコーヒーを味わうがごとく」気の向く
ままに、このホットな時代のピアノ音楽、ピアノ演奏を満喫して頂ければ幸いです。

アルカン / 大ソナタ「4つの時代」第一楽章「20代」
Alkan / Grande Sonate 'Les Quatre Ages' op.33 20 ans.

吉川 恵太
早稲田大学ショパンの会

●曲目紹介
Alkan（1813-88）は芸名で、Charles Henri Valentin Morhangeが本名である。パリを中心に活躍。
リストやショパンとも交流があったが、内気な気質と人間嫌いな性格とから、長い間、隠遁的な生活
を送っていたようである。アルカンは作品の源泉をベートーヴェンやメンデルスゾーンに求め、その
作品のいくつかは同時代のあらゆるピアノ曲を凌ぐ難技巧と壮大な規模を備える一方、題材や表現方
法の奇抜さが興味を引く小品も多い。父親に捧げられた<<大ソナタ「４つの時代」>>は、４つの楽
章はそれぞれ人間の20代から50代までの「４つの時代」を表し、演奏時間に40分弱を要する。楽章ご
とに遅くなるテンポ（「月光」ソナタの逆）が異色である。

●プロフィール
早稲田大学理工学部応用物理学科3年。趣味でピアノを弾いていた父の影響で、3歳より自らピアノ
を始める。幼稚園入園時、楽譜は読めたが五十音（あいうえお）を覚えておらず、両親をとても心配
させたのは記憶に新しい。現在まで中断することなくピアノを続けている。

●メッセージ
他の出演者が素晴らしい演奏をなさる方々ばかりなので、なぜ自分がこの場にいるのか不思議です。
いい機会なので、音楽仲間を増やしたいです。

プロコフィエフ / ピアノソナタ　第１番　Op.1
Prokofieff / Piano Sonata No.1 Op.1

笹倉　優子
慶應義塾大学ピアノクラブOG

●曲目紹介
雷鳴の轟きのような左手の半音階下降音型で始まるこの曲は、プロコフィエフの若々しい情熱がほ
とばしる野心作。冒頭のＣ－Ｆ－Ｃ－Ｄｅｓのモティーフが様々な変形を加えられ、最後まで繰返さ
れる。鋼鉄のような強靭なタッチと、柔らかく歌い上げるフレーズが交互に表れる。ロシア･ピアニ
ズムの伝統を継承しつつも、ピアノの新しい可能性を切り拓こうとする意志が曲全体に漲っている。

●プロフィール
1997年慶應大学文学部修士課程修了。現在、晃華学園中学高等学校で教鞭をとる。Ｓ・バーンスタ
イン著「心で弾くピアノ」で、演奏と人格形成の影響関係について、意義深い 実践を読み、アマチ
ュアとしてピアノを続ける上で、大きな指針を得た。学校で生徒達とアンサンブルやコーラスをする
のが趣味。

●メッセージ
リヒテルの生涯を綴ったドキュメンタリー「謎（エニグマ）」は「プロコフィエフを聴こう」とい
う言葉で始まる。二人の音楽家の親交は広く知られている。二十世紀が終わりを迎えようとする今、
前衛的と言われたプロコフィエフも、いずれ重要な古典的レパートリーとなるだろう、という気がし
た。困難な時代を生き抜き、偉大な業績を残した二人の巨匠に敬意を表して演奏したい。



ショパン / ピアノソナタ第３番　１楽章
Chopin / Piano Sonate No.3 Op.58 1st Mov.

小清水　香織
慶應義塾大学ピアノクラブＯＧ、ピアノ三田会

●曲目紹介
ショパンはこの曲を、1844年、父の死の悲しみの中で、また自分の健康状態が悪化する中で書き上
げた。この曲には古典的なソナタ形式の統一性が見られるが、その枠を越えて、彼のダイナミックな
宇宙観が表現され、歌いすぎてしまいそうな美しい旋律は、この曲を豊麗な音楽に仕上げている。

●プロフィール
1994年、慶應大学文学部（美学美術史学）卒業。現在、都内の国際特許事務所に勤務。好きな演奏家：
リパッティ、グールド、アルゲリッチ、ツィマーマンなどなど。今後は、ソロだけでなく、音楽仲間
を増やして、ピアノトリオや他の楽器とのアンサンブルをたくさん楽しむことが目標です。

●メッセージ
ショパンのソナタ３番は私にとって昔からの憧れの曲でした。特に１・４楽章が大好きで、リパッテ
ィの演奏したＣＤを繰り返し聴いていました。でも、いざチャレンジしてみると、難関ばかりでなか
なか思うように弾けず、もどかしい思いの中で練習してきました。今日は一箇所でも多く、彼の音楽
らしく表現できるよう演奏したいと思っております。

ショパン / ポロネーズハ短調　Op.40-2, マズルカ　ハ長調　Op.24-2
Chopin / Polonese Op.40-2, Mazurek Op.24-2

パデレフスキ / ＜ポーランド舞曲集＞より　クラコヴィアク　Op.5-3
Paderewski / Krakowiak Op.5-3

津原和典
早稲田大学ショパンの会

●メッセージ
こだわりのある大演奏会のマニアなプログラムで私が皆様だけにこっそり聴いていただく"こだわ
り"は---ポーランド舞曲です。といっても実際のオリジナルの舞曲ではなく、それをヒントに自分の
ファンタジーを繰り広げた二人、ショパンとパデレフスキの作品を弾きます。ポロネーズ、マズルカ、
クラコヴィアクはポーランドを代表する舞踊で、ショパンの作品によって広く認知されています。し
かし形式としては有名でも実際の舞踊を見る機会は稀です。またポラ舞踊は元来歌を源泉にもつもの
なので、ポーランド語のアクセントや語調が深く関わっています。これもしかし、ポラ語は手軽には
できない厄介な言語です。ということでポラ舞曲街道もラクではないのです。幸いポラ舞曲とポラ語
を習えたので私も少しは"こだわって"舞曲を弾いてるぞ、ということがこの演奏会の参加資格を得た
のでしょうか。舞踊の様子や雰囲気が伝わる演奏にしたいです。（東京外語大学４年）

ベートーヴェン／ピアノソナタ第２８番イ長調　作品１０１
Beethoven:/ Klaviersonate Nr.28 A-dur op.101

角　葉子
武蔵野音楽大学音楽学部器楽学科ピアノ専攻卒

●曲目紹介
この曲はベートーヴェンの一連の後期様式ソナタの最初となる作品で、1816年夏、滞在先のバーデ
ンで完成された。この年の春、連作歌曲「はるかな恋人に　op.98」を完成させたベートーヴェンは、
この2曲に共通する循環形式をもってそれまでの創作上のスランプから脱し、新しい構成原理のもと、
晩年の孤高ともいわれる巨匠期様式への第1歩を記したのである。この２つの作品を意図的に意識し
て、シューマンが、当時思うように会うことができなかったクララを想い「幻想曲ハ長調　op.17」
を作曲したことは、よく知られている。

●プロフィール
1993年、武蔵野音楽大学音楽学部器楽学科ピアノ専攻卒。卒業後（株）山野楽器を経て、現在第一
生命保険（相）に勤務。在学中の４年間声楽の伴奏にはまり、卒業後独学でイタリア語を学び、毎年
のように外来のオペラを鑑賞するが、今年あたりようやく落ち着いて、地元の音楽協会で演奏活動す
る傍ら、しばらくお休みしてたオペラアリア（プッチーニ専門！）やイタリア歌曲も歌い（！？）始
めた今日この頃・・・。

●メッセージ
ベートーヴェンは私の一番好きな作曲家で、数年前のウィーン旅行と横浜アリーナで第九を歌った
ことが、それまでの彼の作品に対するアプローチの仕方を、大きく変えるきっかけとなりました。そ
の頃この曲を勉強し始めて、今またあらためてこの晴れ舞台で、彼の孤高の精神を感じながら演奏で
きれば、と思います。



バッハ / ブランデンブルグ協奏曲第５番　ニ長調　ＢＷＶ１０５０
J.s.Bach /Brandenburgisches Konzert Nr.5 BMW1050

ピアノ：本間　健将（慶應義塾大学ピアノクラブＯＢ）
フルート：田中　敦子

ヴァイオリン：土屋　修、平野　義彦、遠藤　昭 、本間　由美
ヴィオラ：古谷　仁、平野　範子
チェロ： 藤波　忠、塩津　雅子
コントラバス：門嶋　拓也

●曲目紹介
第１楽章：アレグロ
第２楽章：アッフェトゥオーソ
第３楽章：アレグロ

ブランデンブルグ協奏曲６曲は、バッハによってブランデンブ
ルグ辺境伯に１７２１年に献呈された。当時のドイツは三十年戦
争の結果荒廃し、神聖ローマ帝国といっても実質は多くの諸侯の
領土に分裂しており、表面上だけ皇帝から選ばれたという形式を
とった選定候が存在していた。辺境伯というのは帝国の領土の端
の方を任された領主のことであり、ブランデンブルグは今のベル
リンのある地方に位置している。ドイツは間もなく後にフリード
リヒ大王がハプスブルグ家のオーストリアを七年戦争で破り、よ
うやく強大な国家としてまとまるのである。協奏曲というとヴィ
ヴァルディのイメージが強いが、”四季”が発表されるのは４年
後のことで、特にこの第５番はピアノ協奏曲という観点でみると、
史上初の記念碑的な作品である。第１楽章の終盤近くに長いソロ
がきちんと入るところ等、後の古典派やロマン派の協奏曲を良く
知る現代人には違和感が全く無いが、冷静に考えて見ると凄い革
新的なことである。ちなみにヴァイオリンの名器を作ったストラ
ディヴァリウスはまだ１４歳、日本では将軍吉宗の時代であった。
ソロというと特にバロックの当時は即興で弾いたのかもしれな
いが、バッハは他人に凡庸なものを挿入されることを嫌ったせい
か、こと細かに書き上げてしまった。技巧を要する難しいもので
あるが、成る程、他人には決して作れない素晴らしいデキである。

●プロフィール
慶應大学ピアノクラブＯＢ本間他、某楽器会社社員中心の１１人編成です。全員が揃って弾くのは
本番が初めてといった綱渡りユニットですが、それぞれキャリアとこだわりを持ったメンバーです。

モーツアルト/ ピアノソナタ第８番 ニ長調　K.311
Mozart / Klaviersonate Nr.8 d-dur K.311

白石　潤一
東大ピアノの会OB

●曲目紹介
モーツアルト作曲ソナタ８番ニ長調(ケッヘル番号３１１)。作曲年代はおそらく１７７７年、即ち、
１９９９年の現在から２２２年前のことである。第１楽章はニ長調、ソナタ形式。提示部では力強い
第１主題、訴えるような第２主題が聞かれる。第２主題による「言葉遊び」が繰り返され、印象的な
終結句で締めくくられる。展開部はその終結句と第２主題の断片が用いられた印象深いもの。再現は、
提示部とは逆の順番で行われる。
第２楽章ト長調。互いに緩く関連したフレーズが連綿と続けられる。２部構成の構造上必要なもの
は可能な限り省略され、「歌」の演出のための二次的な役割を担わされている。終結部は、さらなる
変奏で装飾され、名残が惜しまれているかのよう。
第３楽章、ニ長調、ロンド形式。カデンツァを持つ大規模なロンド。明確な形式感と、軽やかなリ
ズム。喜劇的であっても、また、悲劇的な場面であってさえも徹底して「都会的」である。

●プロフィール
東大ピアノの会OB。東京大学大学院数理科学研究科助教授。

●メッセージ
趣味の上でも仕事の上でも２００年前の出来事を追いかけざるを得ないのは、全く妙だと思う。



モンポウ / 歌と踊り　第１、６、９、３番
Federico Mompou / Cancons i danses 1,6,9,3

金子　雄一郎
東大ピアノの会ＯＢ

●曲目紹介
２０世紀初頭のスペインは、ファリャ、アルベニス、グラナドスといった民族色豊かな作曲家を輩
出しましたが、その次の世代に属するフェデリコ・モンポウ（1893-1987）は、彼らとはまた違った
個性の持ち主でした。ピアノの小品を中心とする作品群は、書法の簡潔さではサティを、繊細微妙な
和声感覚ではショパンやスクリャービンを彷彿させながら、地に足のついた自然な謙虚さ、きわめて
内面的で穏やかな音楽性において、モンポウ独自の境地を作り上げています。「歌と踊り」は、１番
(1926）から１４番(1960）まで、モンポウの９０年にわたる生涯にわたって、折りに触れ書き続けら
れた曲集で、いずれもゆるやかな「歌」と快活な「踊り」の２部からなっています。スペイン各地に
伝わる民謡や舞曲、あるいはそれらを模した自作の素朴なメロディーに、モンポウならではの絶妙な
和声と、印象的な副旋律を配して、誰にでも親しめる魅力的な掌品群となっています。本日はその中
から、第１番（嬰ヘ長調　1921）第６番（変ホ短調　1942）第９番（変ホ長調　1948）第３番（ニ長
調　1926）の４曲を演奏致します。スペインを旅したこともないオフィスワーカーに、どこまでモン
ポウの世界を表せるものかわかりませんが、ＣＤでは自作自演の全集が素晴らしく、１番・６番には
ルービンシュタインの出色の演奏もあります。

バルトーク / 「三つのチーク県の民謡」　「アレグロ・バルバロ」
「ルーマニア民俗舞曲」

Bartok / 3 Csik megyei népdal Sz 35, Allegro barbaro Sz 49
Román népi táncok Sz 56

石藤 紀子
早稲田大学ショパンの会

●曲目紹介
今回は、バルトークのピアノ曲の中でも、よく知られてる作品を選びました。「三つのチーク県の
民謡」は、旧ハンガリー領、現ルーマニアのトランシルバニア地方で、バルトークの民謡収集初期に
採集されたものです。「アレグロ・バルバロ」は、ストラビンスキーが「火の鳥」を発表して物議を
かもした時期の作品で、とっても野蛮♪です。「ルーマニア民俗舞曲」は、作曲当初から人気が高い
作品で、重々しく始まる第一曲目から軽やかで、高揚して終わる第六曲まで、クレッシェンド設計が
取られています。

●プロフィール・メッセージ
東京外国語大学外国語学部中国語学科4年に在学中。4歳よりピアノを始め、現在に至る。97年夏、
シンガポールにおける文化交流演奏会に参加。中国語学科に在籍しながら、部活ではフラメンコを踊
り、卒論のテーマはバルトーク、と、国籍不明な日常を送っておりますが、いつかは、自分の中で、
これらのすべてが統合され宇宙的に（？）関連付けられるだろう、と夢見るようになりました。最近
机上でお付き合いをしているバルトークを、ステージ上で、精一杯弾かせて頂きます。

シューマン／ピアノソナタ第3番 Ｏｐ．14 より 第1楽章
R.Schmann / Piano Sonata No.3 Op.14  1st mov .

ワーグナー＝タウジッヒ／ 「イゾルデの愛の死」（「トリスタンとイゾルデ」によるパラフレーズより）
R.Wagner=C.Tausig / "Isolde's Liebestod"
（from Paraphrases on "Tristan und Isolde"）

松林 伸生
慶應義塾大学ピアノクラブOB

●曲目紹介＆メッセージ
今回はまずシューマンの方が弾きたくて、それにふさわしいカップリングを探していたらここに行
き着いたのだが、結果的になんとも面白くないことになってしまったな、というのが正直なところで
ある。今更ながら、トランスクリプションの世界に燦然と輝くＪ・シュトラウスの華麗なるパラフレ
ーズの数々などに目移りしてしまうが、こればかりは致し方のないことだ。
実に「愛の死」は他にも、有名なリスト編と、技巧的ゆえマニアにはほどほど受けの良いモシュコ
フスキー編とあるが、その中ではさすが、このタウジッヒ編は一番マイナーだけあって一番曲の冴え
も悪い。彼はバッハやＪ・シュトラウスの編曲ではとても良いセンスを発揮しているというのに非常
に残念である。と、ここまで自分で言うのも気がひけるのですが、逆に言うと、滅多に演奏されない
曲ですし、そんなプログラムもまた一興ということで聴いて頂き、ぜひとも後日「優れたトランスク
リプションとは？？」というネタで盛り上がって頂ければ幸いに思います。
※両曲とも全曲演奏ではありませんがご容赦ください。

●プロフィール
96年慶大理工学部修士卒。現在、NTTコミュニケーションズ（株）勤務。最近は倦怠と自信喪失
から、マイナー系の曲を採り上げる傾向が強くなっているが、一方で中学のときにアルゲリッチのシ
ョパンの協奏曲に心酔して以来、現在も彼女のファンクラブに所属し、95年の別府での「幻のソロコ
ンサート」を始めミーハーな追っかけにも余念がない。また、特に最近はインターネットなどを通じ
て数多くの音楽仲間と知り合い、自分の世界を広げることを心底楽しんでいる。
個人のホームページ： http://ux01.so-net.ne.jp/~nobuo-m/



フランク / ヴァイオリン・ソナタ イ長調
Cesar Franck / Sonate pour violon et piano en la majeur

ヴァイオリン：伊東　佐知子
（東京音楽大学器楽科ヴァイオリン専攻卒）

ピアノ：　飯塚　雅流
（東京学芸大学大学院修了）

●曲目紹介
　パリでオルガニストをつとめながら、ドイツ風の古典的で重厚な構成に基づき、宗教的かつ静謐な
雰囲気、フランス風の気品あふれる叙情的な旋律と豊かで独創的な和声をもつ作品をのこしたフラン
ク唯一のヴァイオリン・ソナタ。64歳（1886年）に完成、ユジューヌ・イザイ（Vn）とボル・デ・
ペーヌ（Pf）によってブリュッセルで初演、イザイに献呈。曲は４楽章構成で「循環形式」によって
書かれている。
Ⅰ.  Allegretto moderato イ長調　8分の9拍子　展開部を省略したソナタ形式
　　子守歌風のリズムをもつ優美で叙情的な旋律が奏でられる。
Ⅱ.  Allegro ニ短調　4分の4拍子 ソナタ形式
　全曲中最も情熱的な力強い楽章。
Ⅲ.  Recitativo-Fantasia. Moderato-Molto Lento 嬰ヘ短調 2分の2拍子 自由な形式
Ⅳ.  Allegretto poco mosso　イ長調　2分の2拍子 ロンド形式
　　　主題はカノンで奏され、これまでの楽章が回想される。

●プロフィール
ヴァイオリン（Vn）伊東佐知子
東京音楽大学付属高等学校を経て、同大学器楽科ヴァイオリン専攻卒業。春秋社勤務の傍ら、ソロ
をはじめとし、オーケストラ、室内楽アンサンブルで幅広く活動。今年６月、全日本演奏家協会新人
オーディション合格。
ピアノ(Pf)　飯塚雅流
国際基督教大学(ICU)人文科学科卒業。東京学芸大学大学院修士課程（音楽学）修了。在学中より、
ドイツ歌曲を中心に声楽伴奏・室内楽アンサンブル奏者として活動。現在、春秋社にて音楽書・楽譜
の編集業務に携わる。

●メッセージ
４つの楽章をストーリー（たとえばキリスト教的に考えると、イエスの誕生～十字架磔刑と受難～
マリアの嘆きとキリストの昇天～復活と神の国の成就など）として、演奏者が創造・表現・伝達する。
その一方で聴衆もたんに演奏を受動的に受け止めるだけでなく、自らのケースに即したイメージを喚
起(phantasieren)できる、そのような演奏をしたい。

リスト / ３つの演奏会用練習曲 No.1
Liszt / Trois Etudes de Concert No.1

濱川　朋
慶應義塾大学ピアノクラブＯＢ

●曲目解説・メッセージ
リストのピアノ曲を手がけるときにいつも感嘆するのは、演奏に要求される技巧と曲の内容が見事
なまでに一致しているということです。演奏者は、丁度サーファーが波を上手く利用して海面上を渡
りきるのと同じで、音楽という流れを掴めれば、内容そのものに集中して曲に取り組めるのです。こ
の曲に関して言えば、「演奏会用練習曲」という堅苦しいタイトルが影響してか、単独で弾かれるこ
とはあまりないようです。「幻想曲」とか、「バラード」という表題がついていれば、もっと有名に
なっていたのではないでしょうか。ショパンのバラードやスケルツォが、好んで取り上げられるのと
比べると、対称的です。何か情熱的な物を追い求めながらも、結局は手に入れることのできない寂し
さを感じさせる曲の展開は、ロ短調ソナタや、バラード２番にも通じます。それと同時に、極めて感
情の起伏に富んだ作品でもあります。盛り上がったかと思うと、平静さを取り戻す場面が何度もあり、
実際に譜面を見ていても、表情記号で「情熱的に」とか、「即興的に」、「エネルギッシュに」とい
うような指示が目立ちます。おなじ曲集に収められていて有名な他の曲（一般的に「軽やかさ」とか
「ため息」と呼ばれている曲）も素晴らしいのですが、本作品もそれに劣らず優れていると確信して
います。

●プロフィール
慶應義塾大学ピアノクラブＯＢ。現在、（株）小田急百貨店に勤務。



モーツァル ト / ピアノ協奏曲第13番ハ長調K.415
Mozart / Klavier Konzert Nr.13 C-dur K.415

Pf：光山　奈保子（東大ピアノの会OG）
1st Vn：冨田　貴久（東大室内楽の会OB）

2nd Vn：冨田　京子（御茶ノ水管弦楽団OG）
Va：古川　隆久（東大フィロムジカ・室内楽の会OB)

Vc：酒井　潤（東大フィロムジカOB）

●曲目解説・メッセージ
「モーツァルトのピアノ協奏曲のピアノ五重奏版を弾く」と言うと、必ずと言っていいほど「へえ～、
誰の編曲？」と訊かれますが、何を隠そう、これはモーツァルト自身の編曲です。第一楽章の出だし
からオーケストラのごとく華やかな響きが展開されますが、もともと五重奏曲だったのではないかと
思えるほど違和感のない仕上りになっています。なってはいますが、みなさまのお耳にそう聞こえな
ければ、それはひとえに私達演奏者の責任です・・・

スクリャービン / ピアノソナタ　第５番　Op.53
Scriabin / Piano Sonata No.5 Op.53

田中　博幸
慶應義塾ピアノ・ソサィエティー

●曲目紹介
「私はお前に生命を与えよう、おお、神秘な力よ、創造の精神の暗い深みに沈み、生命の不安げな
影よ、私はお前に勇気をもたらす」（作品の冒頭に書かれた詩より）。ショパンやリストの影響を受
けて始まった初期の作品と、神智学と出会ってから後期の神秘的独自語法な作品との橋渡し的存在と
してよく知られている。激しい低音のトリルから噴き上がるように始まり、神秘的な主題とリズミッ
クな主題が交錯して発展していき、最後には華麗なコーダで突然終止する。

●プロフィール
現在、慶應義塾大学経済学部４年に在学中。幼少よりピアノを始め、趣味として続けながら現在に
至る。佐久間訓子氏に師事。慶應義塾ピアノ・ソサィエティーに所属し、現在は学生責任者を務める。
９７年夏にはシンガポールでの文化交流演奏会に参加。
ピアノ・ソサィエティーホームページ：http://kps.hey.to/

●メッセージ
　気づいたらこの曲の虜になってしまいました。といっても私は怪しいものではありません。純粋に
音楽、ピアノの響きを愛する学生です。この曲の和音の響き！みなさんはどう感じられるでしょうか。
弾き終えたときには、作曲者が計画していたように昇天できればいいなと思っています・・・。

個人ホームページ：http://www.cc.rim.or.jp/~hiro105/music/

リャプノフ / 12の超絶技巧練習曲より第10番　レスギンカ（バラキレフ調）
Liapunov / Lesghinka(Style Balakirew),

from 12 Etudes D'executionTranscendante(No.10

長岡　ゆり
慶應義塾大学ピアノクラブOG

●曲目紹介・メッセージ
　大学の頃から弾く曲の趣味が悪く、今回も筋金入りの趣味の悪い曲を選んでしまいました。そろそ
ろ真面目な曲が弾けるようになりたいと思いつつ、約週に1度のピアノに向かう貴重な時間を、マイ
ナーな編曲物やゴドフスキーなどを弾いて過ごしています。
　セルゲイ・リャプノフは、"リャプノフ指数"で有名な数学者リャプノフの弟で、バラキレフの「イ
スラメイ」をオーケストラ編曲したり、リストの超絶技巧練習曲の続きを作ったりした、変わった人
です。「レスギンカ」はこの超絶技巧練習曲の中の１曲で、他の曲はリストに酷似しているのに対し、
この曲は"バラキレフ調"の補足通りバラキレフによく似ています。リャプノフの他にもピアノ曲をた
くさん書いており、コンチェルトなども存在するようですが、ほとんどは楽譜が手に入らないと言わ
れています。リャプノフについてhttp://www.serv.net/~liapunov/に詳しい情報が書かれています。



リスト / ピアノソナタ　ロ短調 より第３部
Liszt / Piano Sonata in B-minor 3rd mov.

後藤　由衣子
桐朋学園ピアノソサエティー

●曲目紹介
　楽想、ピアノ技法の面ばかりでなく、楽曲の構成面でも、ロマン主義的な特色をもっとも顕著に発
揮させているソナタといえる。リストのピアノ曲の１つの頂点を成す作品でもある。ソナタ形式の形
を用いた単一楽章構成の中に、ソナタの各楽章の要素を採り入れた独特の様式をもち、特に主要な主
題が全曲にわたって用いられる。いわゆる循環形式でかかれた典型的な作品で、第３部は再現部にあ
たる部分とコーダ。コーダは緩叙楽章部も含めて既出のすべての主題を取り扱う。

●プロフィール
　６歳でピアノをはじめる。桐朋学園大学付属音楽教室、桐朋女子高等学校音楽科を経て、現在桐朋
学園大学音楽学部４年在学中。桐朋学園ピアノ・ソサィエティー学生責任者。

●メッセージ
　最近、私にとってのピアノが、少しずつわかりはじめた気がします。

ヨハン・シュトラウス＝シュルツ・エブラー / 「美しく青きドナウのテーマによるアラベスク」
Johann Strauss=Schulz Evler / "Arabesken an der schoenen blauen Donau"

高田 寛
東大ピアノの会OB

●曲目紹介・メッセージ
この曲は、１９世紀末から今日にいたるまで脈々と受け継がれてきた一連の「華麗なる演奏会用ウ
インナワルツのパラフレーズ」の古典とも言えるものです。例えば今世紀初頭の大ヴィルトゥオーゾ
ヨーゼフ・レヴィーンなども、アンコールでは好んでこの曲を演奏していたようです。ところでこの
エヴラーというピアニスト（？）は困った人で、他のシュトラウスモノの編曲者（ゴドフスキ、フリ
ードマン等）が割と手に合う音形をベースに親切な運指を示してくれているのに対し、エヴラー編は
まずかなり手に合いにくいアルペジオをベースに、ほとんど全く指使いの指示がありません。さらに
困ったことに、これ程までに苦労して演奏しても、他の編曲者によるものにあるような「ド派手さ」
があるわけではなく、あくまでも端麗な美しさを狙った「正統派」の編曲なのです。
ではなぜそのような謎の編曲モノ（実際、エヴラーは１０曲ほどしか残していない）を本日演奏す
るのか、と言えば、それが私にとって懐かしい曲だからです。１７年前に東大ピアノの会に入会し、
そこでの４年間に接し影響を受けた（あるいは与えた）数々の諸先輩、後輩達との充実したサークル
生活、あるいは他大学のピアノクラブの強者達との出会いなど、私にとっての「原点の記憶」を象徴
するこの曲の演奏を通じて、日ごろ緩みがちなピアノへの取り組みに喝を入れたいと思ってます。
[東京大学 （1986年卒業）]

お わ り に

このような機会にこだわりのあるピアノ弾きとその仲間たちが集まって演奏会を開くことができ
たのは大変喜ばしいことだと思っております。今後とも、本演奏会のために立ち上げたホームページ
上にて音楽に「こだわり」のある仲間たちの交流ができるようにしていきたいと思っておりますので、
興味を持たれた方は是非以下のホームページへお越しください。

http://concert.messages.to/

本日はお忙しい中お越しいただきありがとうございました。（出演者一同）

Special Thanks To…

スタッフ（敬称略）

企 画 者： 光山奈保子
責 任 者： 松林伸生
チラシ作成： 吉川恵太、石藤紀子
ＨＰ作成： 田中博幸
プログラム： 田中博幸、吉川恵太、津原和典
当日スタッフ： 出演者一同


